





































































































































































































































































































































































































































































































* 1 小出いずみ 情報アクセスと逐次刊行物.専門図書館白視点.現代の図書館， 31(の・237-246，1993 
ここで挙げられている特性の項目は「学術雑誌 その管理と利用J (日本図書館脇島 1976)
とほぼ同じ。
*2 石川正，原子力分野における雑誌論文投稿とタイムラグー盟墾2埜主主韮盈， 44(5):266-269， 1994 
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(論集図書館学研究白歩み.第5集).日外アソシエーツ， 1985 : 28-44 
マ寿岳文章 図説本の歴史.日本エディタースクール出版部， 1992 :162-164 
マ荒浪宏 図鑑の博物誌L増補版(集英社文庫).集英社， 1994 :100-103 
ホ7 今自由主要な造本形態由一つである無線綴じはむしろ短期保存を前提にしている。
*乱藤竹暁・川本明編図説日本田マス・コミュニケーション第3版 (NHKブックス. 690). 
日本放送出版協会， 1994 :170 
*9 箕輪成男 情報としての出版.弓立社， 1982 : 167-170 
* 10.上回修一・倉田敬子 情報の発生と伝達， (津田良成編，図書館・情報学シリーズ，1)
勤草書房， 1992 :130-131 
キ1津田良成編 図書館・情報学概論第2版.勤草書房， 199目。92
* 12.このような見解白最近の例としては森岡倫子 さまざまな属性から見た学術雑誌の定義.
Library and information三，e望nee，31:51ー73，1993 
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